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Ⅰ．酪農経営をめぐる情勢
平成 22年夏以降、トウモロコシの国際価格は、ロシ
アの穀物禁輸措置さらに米国産トウモロコシの需給逼
迫や投機資金の流入等により再び高騰しています。
また、政権交代や日銀の積極的緩和への政策転換に
より、金融市場では、いわゆる「アベノミクス効果」
が顕在化しました。円の対ドル相場は、この半年で一
時 102円台まで 20円以上も下落し、その後は円安域で
の上下運動を繰り返しています。この円安傾向の中で、
飼料の主原料であるトウモロコシの輸入価格も高水準
で推移しています。
生乳生産費の約 4割は流通飼料費であり、トウモロ
コシなどを主原料とする配合飼料価格の影響を大きく
受けます。今回の配合飼料価格の高騰に際して、配合
飼料価格安定基金からの補てんが繰り返し発動されて
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飼料価格高騰等に対応した
本会議における酪農理解醸成活動の取り組み

来ていますが、それでも酪農家の実負担額は増加傾向
で推移しています。
一般社団法人Ｊミルクの試算では、とくに輸入飼料
価格の高止まり等により、購入飼料への依存度の高い
都府県の平成24年度生乳生産費（搾乳牛1頭当たり）が、
前年度に比べて 3.6％、25年度が同 6.2%増加すると推
計されています。

Ⅱ．生乳取引価格等の引き上げとその影響

上記１の情勢を背景に、全国各地の指定生乳生産者
団体（指定団体）では、25年 2月以降、生乳取引価格
の値上げ交渉が行われて来ました。この結果、7月 1
日までに大手乳業者との間で、「飲用向け乳価を 10月
から 5円値上げする」内容で交渉の決着が図られまし
た。
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こうした生乳取引交渉の決着を踏まえ、明治、森永、
雪印メグミルクなどの大手乳業者においては、10月以
降の牛乳の出荷価格の値上げが公表されています。
しかし、生活者の所得が増えていない中で様々な商
品等の値上げが相次いでおり、牛乳小売価格の値上げ
後、牛乳消費量が減退することが懸念されます。
こうしたことから、生産者団体としても、流通や生
活者の理解・支持を得るために、値上げの背景や経過
等に関して、丁寧な情報発信を行う必要が生じていま

す。

Ⅲ．�本会議での飼料価格高騰等に対応した酪農
理解醸成活動の取り組み

上記２の課題を背景に、本会議においては、6月以
降『飼料価格高騰等に対応した酪農理解醸成活動』と
して、以下の「４つのフェーズ」に分けたコミュニケー
ション対策を実施しています。
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１．これまでの取り組みの概要

これまで（9月 15日現在）に実施した各フェーズの
概要は以下のとおりです。

≪フェーズ１≫
（１）乳価値上げへの理解を求める意見広告の実施（主
に流通を対象）
①�載紙・時期：日本食糧新聞（約 94千部発行）
　　　　　　　[６/28]
　　　　　　　日経MJ（約 25万部）[７/１]
②仕様：15段・モノクロ
③�メインコピー：「酪農家の努力ではどうにもならな
い、牛乳の危機です。」
　�サブコピー：「身近で安全な国産牛乳を守るために
乳価の値上げが必要です。」

（２）記者レクの実施
①�指定団体における大手乳業者との交渉合意を踏ま
え、１０月からの飲用乳価の値上げに関する記者
レクを実施
②�参集範囲・時期：業界紙、朝日新聞、日本経済新聞 [７
/２]他、
北海道新聞、共同通信、時事通信への取材対応

≪フェーズ２≫
（１）一般メディア向け説明会の開催
　　　�流通や生活者への影響力が大きいメディアに

対して、乳価値上げの背景を解説する、「中央
酪農会議 緊急記者説明会」を以下のとおり開
催。
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≪フェーズ３（その１：流通、生活者対策）≫
（１）�流通向け専門誌「チェーンストアエイジ（ダイ

ヤモンド・フリードマン社：毎月 2回、発行部
数 12千部）」に記事広告を掲載

①�内容：酪農家（髙橋牧場・髙橋憲二氏（千葉県））
や有識者（前述の柴田明夫氏）の取材記事等を掲

出し、牛乳価格値上げへの理解を深める。
　�見出し：畜産危機の再来を受け、１０月から牛乳
出荷価格引き上げへ　

　�生産コストの急上昇に、必死の経営努力で立ち向
かう日本の酪農家

②掲載時期：９月１日（日）

（２）�流通向けセミナー「ダイヤモンド流通戦略セミ
ナー 2013『流通業の顧客価値創造戦略』」を開
催 

①主催：チェーンストアエイジ
②対象：流通等関係者70名が出席
③�内容：流通関係者の理解促進を図るため、酪農家
の現状解説の他、値上げによる牛乳消費の減退回
避のため、牛乳を始めとする食品の価値訴求につ
いて、有効な事例紹介やポイントを解説。
④月日：９月５日（木）
⑤場所：TKPガーデンシティ竹橋
⑥�講演内容：
　�[ １]「日本酪農の現状と、売り場に対する生産者
団体の取り組み」（中酪）
　�[ ２]「消費者・小売・メーカーの価格を巡る変遷
と価値創造型販売戦略」（学習院大学経済学部教授・
上田隆穂）
　�[ ３]「２０２０年にむけての阪食グループにおけ
る事業戦略～都市型ＳＭのプロトタイプづくりへ
の挑戦～」（(株 )阪食　代表取締役社長・千野 和利）

２．今後の取り組み予定

今後（9月 15日現在）の取り組み予定は、以下のと
おりです。
≪フェーズ３（その１：流通・生活者対策）≫
（１）�生活者向けに生産現場（吉田牧場（埼玉県）や
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有識者（柴田明夫氏）を取材）を題材とした 3
分程度の理解醸成番組の提供（放送時期：９月
中旬以降）

　　�人口の多い地域の地方局等の情報番組内のコー
ナーやミニ番組として露出を図り、生活者（特
に牛乳の主たる購買層である主婦層）の理解醸
成を促進する。

≪フェーズ３（その２：生活者向け対策「酪農高校生」
編）　
「酪農にかかわる高校生」が活動する姿を広告の素材
として見せることにより、“酪農の未来”を応援したい
という生活者の意識を喚起する。
【３つの施策に統一的な推進コピー】
[１]�メインコピー：「牛乳の未来に、チカラをくださ
い。」

[２]サブコピー　：「がんばれ！酪農高校生」

（１）�生活者向け新聞エリア広告の実施（掲載時期：
９月30日（月））

新聞のエリア広告（配布エリアを選択できる、別刷
りの折り込み編集広告）を活用し、酪農の現状や値上
げ後の変わらない牛乳飲用への理解醸成を図る。

（２）�生活者向けに流通売り場における広告媒体を掲
出（掲出時期：９月27日（金）～ 10月 10日（木）

の２週間）

イオン・イトーヨーカドーのショッピングセンター
をネットワークする店舗出入口等に設置される広告媒
体（モールスケープ）において、酪農の現状を伝え、
牛乳値上げへの理解醸成を行う。

（３）�生活者向け・街頭イベント用等のパンフレット
制作・提供（提供時期：９月中旬）

地域の街頭イベントや牧場開放等消費者交流を行う
生産者等が使用するための、統一啓発パンフレットを
作成・提供（実施済み）。
　　
≪フェーズ４≫
（１）�地域における集中的な取り組みの実施（実施時

期：９月下旬～10月）
牛乳消費促進強化月間等も踏まえた、地域で街頭イ
ベント、牧場開放等において統一啓発パンフレット等
を活用した展開を図る。

（２）緊急版オリジナル制作物の発刊
値上げ以降の牛乳の消費減退を防ぐため、下記の広
報誌を発刊。
①�流通バイヤー向けの「売り場で役立つ牛乳の知識」
（配布時期：９月下旬～10月上旬）
②�量販店を訪れる消費者向け「別冊ミルククラブ」（配
布時期：10月上旬）
③�生活者向けのフリーマガジン「ミルククラブ」（10
月１日発行）

（３）牛乳消費促進対策事業の強化
10月から、現在、朝の時間帯に放映しているインフォ
マーシャルを夜の時間帯に放映する等の強化を行い、
牛乳消費減退を防ぐための相乗効果に努める。


